本体 （1 台） 

本体保護シート 



本体 


PP バンド 


本体脚 (2 個）（左ち共用） 
【 RKA 2982】 



底板 （1 枚） 
【 RYQO 己8己- K 】 



本体固定ねじ （4 本） 
(バネ座金、平座金付） 
【 RXQ ] 己74】 


棚板保持部品 （4 個） 
【 RMR 1897- K 】 


棚板 （1 枚） 
【 RKQ 2 G 0007- K 】 


キヤスター (4 個） 
【 RXP 007]】 

影據^提 


本体セット足 （4 個1組） 
【 RKA 0208- K 】 




お買い上げいただを、まことにありびとラございます。 


保証書別添付 


• 組み立て説明書をよ<お読みのラえ、正し<ま全にお使い<ださい。 
•組み立てる前に r ま全上のごミち意」（-»裏表紙）を必ずお読みくださし、。 

•保証書は「お買い上げ曰■販売店名」などの記入を確かめ、取扱説明書、 
組み立て説明書ととちに大切にな管してください。 

参取り扱いについては、別冊の取扱説明書をお読み<ださい。 


Panasonic 

組み立て説明書 

ホームシアターオーディオシステム 


部品 • 付属品の確認 

■ 部品-付属品の取り出しは2人上で巧ってくださ 
い。 

1 . PP バンドをつかんで本体を取り出す。 

•本体保護シートは組み立て時に使用しますので破5ないで<ださい。 
(本体を巻いた PP バンドは2ぺージの"準備する"で切ります。） 

2. PP バンドで巻いた棚板、本体脚、底板を取り出す。 

3. 棚板、本体脚、底板を巻いた PP バンドをはさみで切り 
部品 ■ 付属品を取り出す。 

4. クッションから部品-付属品を取り出す。 


部品-付属品をご確認<ださい。 


品 


S SC-HTR10 


包装仕様図 


本体固定ね、じ 
クッシヨン 
電源コード 
転倒防止ねじ 
棚板な持部品 
本体セット足 
U モコン用乾電池 _ 
(点線部分） 
リモコン 
クッシヨン 
底板 


組み立て説明書 
、取扱説日月書本ィ本 




PP バンド 

キャスター座 
クッシヨン 


棚板 

キヤスター 

クッシヨン 
-パッド 

乐体脚 （ 左ち) 


' 

sAi 

巧 

置 

キヤスター座 （4 個） 

転倒防止ねじ （2 本） 

【 TBLB 3008】 

【 XTW 4+] 已 AFJK 】 

用 

(一取扱説明書の9ページ） 

(一取扱説明書の10ページ） 

部 

□□ 


! ! 


U モコン （1 個） 

1」モコン用乾電池 


【 N 2 QAYB 000 302】 

(単3お： 2個） 


(一取扱説明書の6ページ） 

身 

{-*■ 取扱説明書の6ページ） 


が ) 



が ) 

J 


付 

属 

PQ 


電源コード （1 本） 
【 RJA 0012-1 A 】 

(一取扱説明書の1已ぺージ） 



•参お尴159参参 

部品-付属品の買い替えは、お買い上げの販売店にご相談< ださい。 

かっこ【】内は、買い替え時の品まです。（品まは2008年己月現在のちのです。 
品番は変更されることびあります。） 

• 電源コードは、本機専用ですので、他の機器には使用しないでください。また、 
他の機器の電源コードを本機に使用しないで<ださい。 

包装材料などは商品を取り出したあと、適切に処理をしてください。 


付属品は販売店でお買いホめいただけます。 
パナソニックグループのシヨッピングサイト「パナ 
センス」でお買いホめいただけるちのちあります。 
詳しくは「パナセンス」のサイトをご覧ください。 

Pawa 

http://www.sense.panasonic.co.jp 


RQT 9254 -MS 

H0608TY2088 


本が脚を®用しない場合 

♦ 作業スペースび必要でずので、ごま意ください。 


fm 作業は2人] U 上で行ってください。 

N 

■ 巧び傷つかないよう、本体保護シートの上で行ってください。 


■ 接着剤は使用しないでください。 


前面のスピーカーネット部に力を加えないでください。 

J 




準備ずる 


ブ本体を上下逆さにして本体保護シートの合わせ面び上に<るよラに 
置く。 

ク PP バンドをはさみで切り、クッシヨンを取りがす。 

3テープをはびし本体保護シートを本体に敷いたまま広げる。 

(床の傷付防止の為、敷いたまま組み立てて<ださい。） 

準備するもの 

' 付属の本体セット足 （ 4個1組） 


本体 


本体保護シートの合わせ面 
テープ 
PP バンド 



クッシヨン 



組み立てる 


本体セツト足の貼り付け 

1. 本体セツト足を貼 D 付ける部 
分にごみ、ちれび付いてい 
ないことを確認ずる。（ごみ、 
ちれび付いている場合は、乾 
いた柔らかい巧でされいにふ 
さ取って < ださい。） 

2. 本体セツト足をはびして図 
に示す位置4箇所に貼り 
付け、しっかり押さえて< 
ださい。（前面パネルにか 
からないように貼り付けて 
<ださい。） 

参二度貼りしないで<ださ 
し、。（一度はびした本体セツ 
卜足は再使用でをません。） 


ねじ巧 

本体セット足 
ダボ(丸棒)巧 


ねじ巧とダボ(丸棒)巧の 
中央に貼る 


ねじ巧と前面パネルの 
中央に貼る 


ねじ巧 
本体セット足 • 

前面パネル- 



2 


フックを起こす 

1. 一人目の人び、ラック後面側の底板を少し持ち上げて（図 
中①)、ラック前面側の下に指を入れる（図中③)。 

2. 反対側の人もラック後面側の底板を少し持ち上げて（図中 
③)、ラック前面側の下に指を入れる（図中④)。 

3. ラックをゆっくりと後面側に起こす（図中⑤)。（前ちへは 
起こさないでください。 


4.ラックの側面側から底板部を支えなびら（図中⑧）少し傾 
けて（図中⑦）後面側の天板を持ち（図中⑨)、先に前面 
側をゆっくりと床に置き（図中風、;欠に後面側を置く。（図 
中⑩） 

•おず2人し U 上で行って<ださい。 

•ラックの下に指をはさまないよラにご注意ください。 



スピーカー ネット部を 
持たないでください。 


已 


安を上のごを意 (必ずお守りくだをし、) 

人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。 


■ 誤った使い方をしたとをに生じるを害や損害の程度 
を区分して、説明しています。 


■ お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。 

(次は図記号の例です） 



A 注意 


r 傷害を負ラことや、財産の損害び発生 
ずるおそれびある内容」でず。 


0 


してはいけない内容でず。 



A 


気をつけていただ < 内容でず。 


A 警告 


ず組み立て説明書に従って組み立てる 

説明書通りに組み立てないで使用した場合、テ 
レビび倒れた0落下して、けびの原因になるこ 
とびありまず。 


〇 


0 


組み立て途中でのほ用はしない 

組み立て途中で使用した場合、テレビび倒れた 
0落下して、けびの原因になることびあ0まず。 


巧5：巧固定ねじは4本共しつかりと締め付ける 

© 組み立てた後、隙間やぐらつさびあると、テレ 
ビび倒れた0落下して、けびの原因になること 
びありまず。 


A 注意 


組み立て •設置 時には、指をはさまないよ5にを 意 
する 


0K 

指にま意 


けびの原因になることびありまず。 
• 特におモ様にはごミ主意ください。 


ラックの組み立て時に、ラック下部の隙間巧に 
巧巧を入れない 


0 


けびの原因となることびありまず。 


巧 B 品•付属品の取0出し、組み立ては2人な上 
で行ラ 

0 1人で無理に行ラと、腰を痛めたり、けびの原 
因になることびありまず。 



付属の棚お巧持部品-起倒防止ねじ-本巧セツ 
卜足は、乳知ちの手の届<ところに置かない 

Q 誤って飲み込むと、身体に悪影響を及ぼします。 

• 万一、飲み込んだと思われるとさは、ずぐに 
医師にごホ目談< ださい。 

一 この マー クがある場合は 一 


便利メモ （樹まえのため、記入されると便利でず） 


ヨー □ッ■/ く連合!•ソがの国の廃棄処分に関ずる情報 

このシンボルマークは EU 域内でのみ有効です。 

製品を廃棄する場合には、最寄 D の巿町村窓□、また 
AA は販売店で、正しい廃棄ち法をお問い合わせください。 


販売店名 

田 （ ） - 

品 番 

SC - HTR 10 

お客様 
ご柏談窓 □ 

巧 （ ） 一 

お買い上げ曰 

年月日 


パナソニック株式会な AVC ネットワークスなネットワーク事業グループ 

干已7 1-8 已04大阪府門真巿松生田 T ] 番]已号 
© Panasonic Corporation 2008 


組み立て用部品 























































































































































































ラックの組み立てについて 

本システムは、 ® の:!犬態び基本ですび、本体脚を使用しない®の状態でち使用できます。 



•組み立て途中での使用はしないでください。 
•使用しない部なは適切に処理してください。 


ラックの組み立て 


組み立てには、作業スペースび必要でずので、ごを意ください。 


■ 組み立て作業は2人 L ソ上で行ってください。 

■ラックの組み立ては、巧び傷つかないよう、本体保護シートの上で行ってください。 

■ねじのサイズ （ M 已）に適合したプラスドライバーを用意してください。（過大な力の加わる建築工事用取っ手 
付をドライパーなどは使用しないでください。ねじ/ナットが破損することがあります。） 

■ 接着剤は使用しないでください。使用すると後で修理できなくなることびあります。 

■ 置や毛足の長いじゅうたんなどの上に設置ずる場合は、キャスターを取り付けないでください。 

■ 組み立て時に、前面のスピーカーネット部に力を加えないでください。 




準備する 


ク 

3 


本体を上下逆さにして本体な護シートの合わせ面び上に<るよラ 
に置<。 

PP バンドをはさみで切り、クッシヨンを取りかす。 


本体 


本体保護シートの合わせ面 
テープ 
PP バンド 


テープをはびし本体保護シートを本体に敷いたまま広げる。 
(床の傷付防止の為、敷いたまま組み立てて<ださい。） 

準備するちの 

-プラスドライバー(ねじのサイズ （ M 己）に適合したもの） 

-組み立て用部品、下記①〜⑦ 

□ ①本体 （ 1台） 

G ③本体脚 （2 個）（左ち） 

□ ③底板 （ 1枚） 

□④本体固定ねじ （4 本） 

□⑥キヤ スター (4 個） 

□⑧棚板な持部品 （4 個） 

□ ⑦棚板 （ 1枚） 


組み立て後に、部品びホってい 
ないかをご確認ください。 



クッシヨン 



00 @知5せ） 〇〇 

@では本体セツト足は使用しません。 


本システムのイラスト（姿図）は、イメージイラストであり、ご購入のちのとは形状び多少異なる場合びありますび御了承ください。 



爲 


組み立てる 


r 本体脚の仮取り付け 

本体①の巧と本体脚③ （2 個）に取り付けられたダボ（丸 
棒）位置とを合わせ確実に挿入する。（棚板な持部品挿入 
巧び内側向をになっていること。） 

•本体脚③は左ち共用なので、向きにご注意ください。 
•本体脚の下に指をはさまないよラにご注意ください。 



〇〇 厮口らせ) 〇〇 

本体に本体セツト足を貼らないでください。 

v _ J 


2 底板の仮取り付け 

本体脚に取り付けられたダボ （ 丸棒）位置と底板③の穴と 
を合わせ確実に挿入する。 

•底板の下に指をはさまないよラにごミ主意ください。 


を巧のわじ巧から本体脚のわじ穴が見える位置に合わせる 





3 


本体固定ねじで固定する 

1. 本体固定ねじにバネ座金、平座金び付いていること 
を確認する。 

2. 底板のねじ巧に本体固定ねじ④ （4 本）を挿入する。 

3. ドライバーで本体固定ねじ④ （4 本）を一旦軽く締め、 
再度4本全てをしっかりと締め付ける。 

•ねじの頭び底板の面より下びっていることを確認する。 

4. 本体固定ねじ4本び締められていることを確認する。 
(締め付けび不十分な場合、台びぐらつをテレビび転 
倒する場合びあります。） 

己.隙間、ぐらつをびないことを確認する。（ぐらつをび 
ある場合は、異物等のかみ込みびないことを確認し 
て再度本体固定ねじを締めなおして < ださい。） 


V 


ノ 
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キヤスターを取り付ける 

OOC ご注意 ） 00 


畳や毛足の長いじゅラたんなどの上に設置する場合は、 
キヤスターを取り付けないでください。 


1. キャスター⑤ （4 個）を奥まで挿入する。 

2. 軽く引っ張って抜けないことを確認する。 

3. キャスター⑤び4箇所挿入されていることを確認す 
る。 

•棚板保持部品® (4 個）と棚板® (1 枚）外の組み 
立て巧部品が余っていないことを確認して<ださい。 
(-> 2ページの□内にチェックする） 


V 



ノ 




2 


3 


4 


RQT 9254 













































































































































































































































